平成15年度　第２回　デジタル1種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図－1に示す回路において、端子a－b間の電位差が20ボルトであるとき、抵抗Rは、（　ア　）オームである。ただし、電池の内部抵抗は無視るものとする。　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　16　　②　18　　③　27　　④　32　　⑤　40
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　(2)　図－2に示す回路において、端子a－b間の合成インピーダンスは、（　イ　）オームである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　3　　②　5　　③　10　　④　18　　⑤　22　　⑥　25
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　(3)　電磁誘導によって巻数Nのコイルに生ずる誘導起電力の大きさeは、コイルを貫く磁束φの時間tとともに変化する割合を
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とすれば、（　ウ　）の関係式で表される。 　　　　　　(5点)
	　①　
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　(4)　正弦波交流の流れる回路において、無効電力は、「（電圧の実効値）×（電流の実効値）×（　エ　）」で表される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　有効率　　②　無効率　　③　力　率　　④　効　率


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　サイリスタは、p形とn形の半導体を交互に重ねた構造の半導体（　ア　）素子であり、シリコン制御整流素子ともいわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　平滑回路　　②　発　光　　③　抵　抗　　④　フィルタ　　⑤　スイッチング


　(2)　バイアス回路電圧VBEを1個の直流コレクタ電源VCCから得る代表的なバイアス回路のうち、図－1の（　イ　）バイアス回路は、コレクタ電圧VCEをベース・バイアス抵抗RBで降圧して、VBEを得る回路であり、図－2の（　ウ　）バイアス回路は、VCCの電圧を2個の抵抗RA、RBで分圧した電圧とエミッタに挿入した抵抗REによる電圧降下分との差によって、VBEを得る回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点×2＝8点)
	　①　固　定　　②　電流帰還　　③　組合せ　　④　自己（電圧帰還）
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　(3)　トランジスタを用いた増幅回路には、トランジスタの入出力端子の選び方により3種類の接地方式がある。これらの接地方式のうち、（　エ　）接地方式は、電圧利得は1以下であり、入力インピーダンスが高く、出力インピーダンスが低いため、インピーダンス変換回路などに用いられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　ベース　　②　エミッタ　　③　コレクタ


　(4)　半導体素子について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　バリスタは、加えられた電圧の上昇に伴い、その抵抗値が低下して急激に電流が増大する非直線性の特性を持つ半導体素子であり、端末機器の衝撃性雑音の吸収回路などに用いられる。

　　B　アバランシホトダイオードは、光信号を電気信号に変換する光検出素子などとして用いられ、光信号に対して電子なだれ現象による光電流が発生する。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　ア　）になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
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　　②　A＋B　　③　
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　(2)　表は、2入力の論理回路における入力論理レベルA及びBと出力Cとの関係を示した論理値表である。その論理回路の論理式が、
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　　で表されるとき、表中の出力レベルW、X、Y、Zは、それぞれ（　イ　）である。　　　　(5点)
	　①　0,0,0,1　　②　1,0,1,1　　③　1,1,0,1

④　1,0,0,1　　⑤　0,1,1,1
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　(3)　図－1の論理回路における入力a及び入力bの論理レベル（それぞれA及びB）出力cの論理レベル（C）との関係式は、C＝（　ウ　）の論理式で表すことができる。　　　　　　　　　(5点)
	　①　A・B　　②　A＋B　　③　
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　(4)　図－2に示すベン図において、A、B及びCは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶした部分を示す論理式は、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
　(1)　図－1において、電気通信回線への入力電圧が（　ア　）ミリボルト、その伝送損失が1キロメートル当たり0.8デシベル、増幅器の利得が36デシベルのとき、電圧計の読みは、650ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力インピーダンスはすべて同一値で、各部は整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　3.9　　②　6.5　　③　33　　④　39　　⑤　65　　⑥　190
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　(2)　同軸ケーブルは、一般に使用される周波数帯において信号の周波数が4倍になると、伝送損失は、約（　イ　）倍になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　
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　(3)　図－2に示すように、インピーダンスがそれぞれ650オームと（　ウ　）オームのメタリックケーブルを接続して信号を伝送する。このとき、その接続点においては、電圧反射係数が－0.3となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　350　　②　455　　③　600　　④　845　　⑤　1,200
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(4)　電気的特性が均一な長さ50キロメートルのケーブルの絶縁抵抗が（　エ　）メガオームのとき、25キロメートルで切断すると、この25キロメートルのケーブルの絶縁抵抗は、100メガオームとなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　4　　②　40　　③　50　　④　100　　⑤　200


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　アナログ方式の変調技術には、AM変調とFM変調などがある。AM変調とFM変調とを比較した次の記述は（　ア　）が正しい。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　AM変調では、搬送波の周波数が変化するが、FM変調では搬送波の振幅が変化する。

　②　同じ音声信号を伝送する場合、一般に、被変調波の伝送帯域は、AM変調と比較し、FM変調の方が狭い。

③　同じ音声信号を伝送する場合、FM変調は、AM変調より良好なSN比を示す。

　④　AM変調の回路構成は、通常、FM変調の回路構成より、複雑である。


　(2)　標本化定理によると、標本化するアナログ信号に含まれている（　イ　）の2倍以上の周波数でサンプリングすると、そのサンプリング信号から、元のアナログ信号が再生できる。　　　(4点)
	　①　最高周波数　　②　可聴周波数　　③　ベアラ速度　　④　最低周波数


　(3)　加算器、乗算器、単位時間遅延素子等を用い、デジタルな演算処理によって、必要な特性を実現しているフィルタは、（　ウ　）フィルタといわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　デジタル　　②　LC　　③　RC　　④　SAW　　⑤　受　動


　(4)　PCM伝送方式は、一般に、パルスの（　エ　）を行うので、雑音やひずみの累積による増加がなく、レベル変動もほとんどない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　同　期　　②　再生中継　　③　多重化　　④　スクランブル　　⑤　増　幅


　(5)　光ファイバ伝送方式において、1心の光ファイバで双方向伝送を行うため、上りと下りに波長の異なる光信号を割り当て伝送する方式は、（　オ　）方式といわれる。　　　　　　　　　　(4点)
	　①　SDM　　②　TCM　　③　TDM　　④　WDM


解答

第1問（ア）②　（イ）②　（ウ）③　（エ）②

第2問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）②　（エ）③　（オ）③

第3問（ア）②　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）②

第4問（ア）④　（イ）③　（ウ）①　（エ）③

第5問（ア）③　（イ）①　（ウ）①　（エ）②　（オ）④
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